























































一つ目は、 公の役所の記録が掲載されていること、 二つ目は、 勝五郎に対してさまざまな立場の人が聞き取りを行っ
ていること、三つ目は平田篤胤が古今の記録から似た体験を引いて「比較の視点」から評していることだ。
つまり、著者である篤胤は、勝五郎の体験を特異なこととしてというより、普遍的なものとして捉え、そのうえで、
記録し、編集した。篤胤自身も勝五郎と何度も会って、機嫌を取りつつ質問を繰り出している。外出嫌い、人間嫌いの勝五郎が 篤胤の家に来たとき、篤胤との交流がよほど楽しかったらしく、 今日はここに泊まる」と言 張ったほどである。なだめられて帰ったものの、翌日また遊びに来ている。
篤胤が前世研究に躊躇なく取り組んでいるのは、魂 行方 見定めて安心を得ることが、学者としての精神を堅固






























































戸といっても日本のものとは異なり、深くはない。背の高い人なら立って足が届く程度で、つるべも付いている。水道が整備され いなかった当時、この井戸は村人たちの共同のシャワー場で、井戸に続いてコンクリートの洗い場もあった。村の皆が使用し、事故など起こったことの 極めて安全な場所である。そこで、頑健な若者が溺れ死んだ。この奇妙な「事故」を不審に思わない村人はいなかった。しかし「事故」として処理され、歳月が流れる中で、彼の存在は家族以外からは忘れ去られていった。 「事故死」した青年 名はタンビラニャという。
その「事故」の真相が明らかになったのは一〇年後の二〇一三年である。一〇〇キロほど離れた村に住んでいるカ
















タンビラニャが生き いたころは家の前に大きなマンゴ の木がありました。それを伐ってしま たので『どうして伐ってしまったの』と訊かれ 。カマルが来た 、なかったからです。そのときカマルは八歳 した」（八歳ということは、タンビラニャが亡くなって二年後に再生したことになる） 。――ほかに何か、明らかに生まれ変わりだと確信できるような行動はありましたか。バンダ「井戸を見て ここで死んだんだ、と言いました。自分で井戸まで行ったのです」――井戸は近いのですか。バンダ「家からは少し離れています。広い原っぱ 横切っていく。湿地帯なので細い道を足を踏み外さないよう注
意して」
――カマル君はその道を知っていた？バンダ「そうです。どんどん行 、私たちは後ろから付いて行った。井戸に着くと こ 二人 男に後ろから










――でも犯人が死んでいたり、 行方不明なら、 確かめようがないわけですね。 誰か見ていた人はいなかったのですか。バンダ「見ていた人はいたのです。 の人はでも 頭がおかしく って精神病院に入院した。長く入院していたが、
今は村に帰っています」
――殺人の現場を見たことで、おかしくなったわけですか。バンダ「そうです」――今、村にいるわけですね。バンダ「そうです。亡くなった息子 同い年です。でも彼は話さ い 話すと殺されるから す 手を下したのは
二人ですが、仲間がいる」

































――面影はありましたか。スジャータ「 い。それで現世の母親は『知らない家に来て ごはんを食べさせろと言って ぱくぱくごはんを食
べるのは行儀が悪い。何でそんなことをしているの』と言 、叱っていました。でもその子は『ここは僕が長く住んでいた家なんだ。あなたはもう帰ってください』と言いました」
――自分の母親にそう言ったのですか。スジャータ「そうです。そのときお母さんは泣きました。私はわけがわからなかったので、説明してくれるよう頼











時一〇分ころで、おなかをすかせていま た。いつもそのくらいの時間 食事をするからです。シャワーを浴びてから食べようというこ で、私は食事の用意 待っていた です。おなかがすいたと言う は、死んだときにすいていたからだ。そ に気づいたとき、も すごく感動 まし 」
――カマル君が、自分が殺されたとはっきり言 のは、いつごろですか。スジャータ「それは ある夜のことなんですが、この家で遊んで、その後実家に帰りました。そうすると、実家の
ほうで『頭が痛い』と言いだした。 『頭が痛い 頭が痛い』と言うので、病院に連れて行ったそうで 。でも、何も病気の兆候はなかっ 。そのときに『後ろから頭を叩かれて井戸に落され んだ』と、カマルは自分が死んだときの状況を説明した。
そういう話をするので、あちらのお母さん 私に電話してきました、こういうことを言っているが、そういうこと
















































暮らしであることが住まいからも見て取れる。彼女の第一声 、 「あの子はだいぶ落ち着きましたか」であった。アナガーリカはそれほど不安定だった だろう。時間経過を追う形でインタビューを行った。
――新聞記事をご覧になったときの感想をお教え ださい。ナンダー「コパラプレーンということを話している子どもが る。コパラプレーンで死んだ、四人と一緒に海に墜










どん流されていった。そ 流されていく様子をみんな見て たそう す。暗い海で たが、時折稲妻の光 流 ていく兄の姿が見える。兄は手を上げて『助けて』と うように助けを求めていたという。北の海 ほ です。
亡くなったのは墜ちたからではなく、ヘリコプターから脱出できなかったからです。ヘリコプターとともに沈んで
いった。ですから、台風、強い風、雨、雷……そんなものが死ぬ瞬間の兄の目に映って しょう 強 恐怖感とともに。
新聞を読んだとき、私は、兄の死んだときの状況ととてもよく似ていると思いました。兄が死ぬ前に見たものを、
この子どもは見ている。それで、連絡を取っ 。家まで訪ねてきてくれな かと頼みました」
――どこかで会うとかではなくて、家までということですね。ナンダー「はい。というのも 母 が亡くなったショックで動けな なってしまい、病気で寝たきり なって





























ずいたアナガーリカに『私の息子』と言って手 差し伸べると、 その手を握り締めて抱き起こしたのです。私たちは、今までひと言も発しなかった母が、突然しゃべったので驚きまし アナガーリカはその後も、母を気持ち悪がりもせず、そばに座り、動こうとしませんでした。彼は何も話しませんでした。 だ、母 そばにじっと座って静かにしていた。そして、帰る時間になって、そのまま帰って行きました」
――ナンダーさんや、その下の妹さんのことは覚えていたのですか。ナンダー「五歳下の妹のことはすぐにわかりました。デシャマンニィは妹がとても好きだったからです。事故で亡











の儀礼にやって来ま 。でも、父 は彼が来ることは内緒にしていました。こ 儀礼のとき、家にはたくさん親戚が集まっていました。親戚ですから皆よく似ている。父親と同じ年配の男性は四、 五人いました。アナガーリカには後ろのほうにいてもら 、どの人が父だとは教えていなかった。でも アナガーリカはそ ときもう、同行 ていた母親に『お母さん、お父さんいるよ』と言っていました。
儀礼が終わり、 お坊さんが帰ると、 私はアナガーリカを連れて『この人知ってる？』 『この人は？』と一人一人を回っ
てあるきました。子どもは、実家の周囲に住ん いた人は誰も知りません した。なぜなら彼がこの家にいた は幼い頃で、育ったのは宿舎でしたから、誰も覚えて なく 当然です でも、親戚は全員、覚えていまし 。
で、お父さんを見つけてくださいと言うと、すぐに見つけて『お父さん』と呼びかけた。でも父親のほうは気づか
ない。 『なぜこの子は私をお父さんと呼ぶのだろう』と不思議 うな顔をしている も、かわい 子どもの言うことだから、アナガーリカを自分 かたわら 呼び寄せて『なぜ私をお さんと呼ぶのだい』 言いつつ、膝の上に抱き寄せた。すると、アナガーリカ 父親に抱きついてその頬 キスをし の す。
それから、私たちはすべてを説明しました。する 父は泣き出しました。 は強い男です。人前で泣くなどという









だったのですが、母は自分の子どもを待っていた感じでした。で、あの子 会 て三カ月後に亡くなった。満足 ていたのではないかと私たちは思っています。二〇〇九年三月にアナガーリカに会って、六月に亡くなりまし
アナガーリカを抱っこしたときの姿 その目 その様子……私たちは母の喜びを深く理解しました。そのころの母











なった。その奇跡的な変わりように私たちは泣きました。でも、私の気持ちは兄に対するような尊敬の思いは湧いてきません。自分 子どもに対する なかわ さはあるの すが。
私の父は精神的にとても強い、厳しい人です。私の子ども、つまり孫を膝に抱きあげるなどということはしなかっ
た。お酒も飲みますし。 はお酒のにおいが嫌いですから。 もアナガーリカはそんなことは全く気にしないで、父の膝に乗って、それで父は泣き出してしまった。あの強い父が。それを見ていたから、父がどのくらい感動したかを見ていましたから 私 ちは彼が兄の生まれ変わりだと思うのです
それから、アナガーリカの状況もそれが真実だ いうことを物語っています。アナガーリカは精神的にいらいらし
ていて非常に落ち着かない状態だったそうです。いつも何か不安定で ら ていた。それが、母に会い父に会ったことですっかり いて普通の状態になった。それも一つの証明になりま 」
――生まれ変わりが見つかったことで心の変化はありましたか。ナンダー「兄が生まれ変わってき 、 それは完全に信じています。でも、 だからとい て私の悲しみがなくなっ
たわけではありません。兄が亡くなっ 、母は病気で体が動か くなった。父は兄の死後、お酒をたくさん飲むようになって、それが死んだ原因です。兄の死は私たち家族を不幸に陥れたのです みんな不幸になりまし 。
兄が亡くなった苦しみ悲しみはなくなりません。兄とこ 子どもとは っ く関係ありません。兄ができ こと































































































































――顔は、いつもこの写真を見ているから覚えているような気がするだけではないですか。アスリパーラ「違います」――移植手術のお金は誰が出してくれたのですか。アスリパーラ「弟です。土地を売っ お金を出してくれました」――このように腎臓をくれた人と写真を撮る習慣があるのですか。この写真は、手術の前 すか、あとですか。アスリパーラ「あとです」――大きなマ クをしていますが、なぜで か。アスリパーラ「ばい菌が入るの 防ぐ めです。三カ月間、 マスクをしているよ にとお医者 んに言われました」――移植してしばらくは調子がよかったですよね。その後、悪くなったということですが、そのことは覚えてい
すか。













































て六項目の条件を出しているのも、 その事例が「前世はある」のエビデンスとなりう ことを保障させるためである。事例を集め続けているのも「前世はある」 いう仮説を、より強固に支えるためだ。だが、どんなに多くの事例を集めても証明は難しい。それは、人間が死んだらどうなるかが解明されていないからである。この問題についてもさまざまな仮説が立てられているが、現時点では最終的には個人が信じるかどうかと うところに行きついてしまう。
筆者は前世研究において重要なのは、役立つかどうかだと考え 私たちが生きていくうえで「前世はあ 」とす



































を底本（平田家蔵 ）としている。同書の中にも、写本についての記述がある。文政六年六月末に清書を終え、まだ表紙も付けていないものを、七月二十二日に江戸を発って京都に行ったときに携えていったところ、富小路治部江を通じて天皇にお見せする機会を得た。その内容が天皇の御心にかな 、御所で写 したいということで五十日ほど手元に置かれ、篤胤のもとに戻ってきた は十月四日であった いう。その前後を拙訳で紹介する。……天皇に（富小路治部江が）ご覧にいれ ころ、 たいへん御心にかない、 繰り返しお読みになり、 大宮御所（皇太后の御所、女院御所）にもお見せした。雲の上の人（高貴な人） 周辺 も きどきこ ような珍しいことがある、江戸から来た篤胤という 記 ている と同じようなことが、高貴な身分の方々の間でも起こったとを確かに聞いたこ がある ことで、女房（女官 たちにこの本を写させるため、五十日ほどお手元に留めおかれた。本が富小路治部江殿のもとに戻ってきた は十月四日で った。
　















（16）日本の常識から考えると、二一歳の息子と 緒に寝るのは不自然だが、スリランカは家族の結びつきが強い国なのでそれほど違和感はないようだ。子ども二人が中学生になって 家族全員が一緒に寝ている一家もある。中学生の子どもを持つ筆者のスリランカ人の友人は子どもに思春期はないと言っていた。（17）Ｊ氏はスティーヴンソン教授にスリランカ 情報 提供していた中の一人である。（18）紙幅の関係で掲載できなかっ が、筆者がスリランカで面接 た事例はほかにも その事例でも同様 認識がなされていた。
※お断り
: プライバシー保護のため本論文での面接調査に関わった人物はすべて仮名にしています。
三四
